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1. 業務概要 

(1) 目的 

港区内の事業者に「紙ごみ等の減量・リサイクル」に不可欠な知識やノウハウを提供し、紙類を中心とした各

事業者のリサイクル意識の向上を図るとともに、自発的な“ごみ減量・リサイクル推進の仕組み作り”をサポート

することを目的とした「事業者のためのごみ減量セミナー（講演会）」を実施した。 

 

(2) 業務内容 

新型コロナウイルス感染症対策等を考慮し、発注者と協議の上で以下のようにオンラインセミナー形式で実

施した。 

 

タイトル 事業者のためのごみ減量セミナー 

形式 事前収録した講演/施設見学動画をセミナー専用ウェブページ上で一定期間公開 

公開期間 令和３年２月１日（月） ～ 令和３年２月 14日（日） 

公開内容 登壇者 発表内容 

武本かや氏 「ごみの減量に取り組むことのメリット」 

株式会社NTT ドコモ 「NTT ドコモにおける環境マネジメントシステムの取り組み

について」 

「NTT ドコモ品川ビルにおける取組」（施設見学） 

港区みなとリサイクル

清掃事務所 

「事業者の責務と区の施策」 

「実務編」 
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2. 業務実施内容 
 

【中略】 

 

(6) セミナー内容 

 

1) 開会挨拶 

セミナー開催にあたり、港区みなとリサイクル清掃事務所の挨拶として以下の文章をセミナーページに掲載

した。 

 

港区主催のごみ減量セミナーをご視聴いただき、ありがとうございます。 

このセミナーは、事業者のごみの減量とリサイクルをテーマにした講演、ごみ減量優良事

業者の具体的な取組、港区の施策や事業者への協力をお願いする内容となっています。 

ごみ減量優良事業者の株式会社ＮＴＴドコモ様の取組紹介の中では、施設見学会として、

実際の作業現場を動画配信でご覧いただけます。 

本セミナーを通じて、事業系ごみの減量、リサイクルが進んでいくことを祈念しておりま

す。 

 

港区みなとリサイクル清掃事務所 

  



3 

2) 講演「ごみの減量に取り組むことのメリット」 

株式会社シューファルシ 

代表取締役 武本 かや 氏 

  

【発表要旨】 

⚫ ごみの減量に取り組むメリットは３つある。処理費用を減らせること、資源にすれば売れること、企業価値をア

ップできること。 

⚫ ごみ減量には、ごみを出さない、ごみになるようなものを使わないという取組と、分別等で資源として再利用

するような、ごみにしない取組がある。 

⚫ これまでごみの削減、リサイクルは CSR 的なものとして捉えられていたが、これからは社会課題の解決とし

て捉えてほしい。SDGs、サーキュラー・エコノミー、地域循環共生圏など、資源循環に関する概念も多く出て

きている。 

⚫ SDGs のゴールを意識することが企業価値の向上につながる。ESG 投資の増加や、グローバルなビジネス

チャンスへの対応、人材確保という観点でも重要である。 

⚫ ごみの減量に取り組むだけで SDG１２と１７の達成に貢献できる。紙ごみを例に考えると、埋立処分場の寿命

延長や処理に関する温室効果ガス削減、処分への税金削減などの課題や、木材大量伐採や大量の水使用、

CO2 吸着源減少などの課題がある。これらの課題を解決するために紙ごみの分別を行い、資源として循環

させていく必要がある。 

⚫ 紙ごみを良質な資源に変えるためには種類ごとに排出する必要がある。 

⚫ 分別しやすい仕組みを作るには、どうやったら分けやすくなるかに注目してほしい。ポイントとして、写真と文

字でパット見てわかりやすくすることと、注意書きを付して何がOKで何がだめかをわかりやすくすること。 

⚫ 機密文書はシュレッダーをするとリサイクルが難しくなるため、シュレッダーをかけずに専門業者に依頼する

ことで情報漏えいを防ぎつつリサイクル率を上げることができる。 

⚫ 一生懸命分別した結果、どのようなアウトプットにつながっているかわからないとリサイクルへの意欲が落ち

てしまう。どれだけの紙ごみを回収して、どれだけリサイクルしたかを見える化すると良い。 

⚫ DX や電子化への対応は、紙ごみを削減するとともに感染症対策にも効果がある。また、感染症についてマ

スクやペットボトル、ティッシュなどのごみの排出は、清掃員が触れずに適正に処理できるよう気をつけてほ

しい。  
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3) 事例報告「NTTドコモにおける環境マネジメントシステムの取り組みについて」 

      施設見学「NTTドコモ品川ビルにおける取組」 

株式会社 NTT ドコモ / NTT ドコモ品川ビル 

 

 

【発表要旨】 

⚫ ドコモグループでは「ドコモグループ地球環境憲章」に基づき、代表取締役をトップとして環境保全活動を

進めており、環境マネジメントシステムを構築している。同憲章では顧客とともに社会全体の環境保全に貢

献し、自らの事業活動における環境負荷を軽減することを基本理念としている。 

⚫ ドコモグループ各組織では、組織ごとの紙、ごみ、電機、水の使用量を各組織の担当（エコスタッフ）が毎月

記入して環境データを管理しており、対前年度未満を目標に削減に取り組んでいる。集計した数値は社内

イントラネット内で報告しており、全社員がいつでも確認できるようにしているほか、グラフデータなどにもま

とめて簡単に見える化ができるような工夫も行っている。 

⚫ 実際にごみが発生するオフィス内での具体的な工夫としては、まず各階でごみを一極集中して集めるごみ

ステーションを設け、そこで分別をわかりやすく見える化している点が挙げられる。分別品目ごとの具体的

な内容を記載した掲示物と、それに関連づいたごみ箱等の排出容器の色分けや、ごみ箱自体の透明化を

行うことで、いつ誰がごみ出しをしても適切に分別できるような工夫を行っている。容器に入らないダンボ

ール類などは、排出者各自で袋詰めして排出するようにしている。紙類・雑誌等は三段ボックスを用いて分

別をしており、段ごとに紙、雑誌、新聞チラシ類とで分別をしている。また、ペーパーレスが進んだことにより

紙の排出量そのものも減少している。弁当容器の排出も専用の排出容器を設けており、食品残渣との分別

も行っている。社員のデスク周りの個別のごみ箱は設置しておらず、ごみステーション内で管理することで

効率を上げている。集められたごみは地下のごみ置き場に集約され、さらなる分別や資源の洗浄、圧縮等

を行ったうえで適切に処理される。排出したごみは品目ごとに計量され、記録されている。 

⚫ その他の環境への取組として、ドコモグループでは携帯電話リサイクルによる貴金属の回収や、太陽光パネ

ルなどを用いてクリーンエネルギーでまかなえる携帯電話の基地局建設（グリーン基地局）の建設を進めて

いる。電気がない環境下や災害時にも対応できる基地局として機能しており、年間 2,000kw の電力生産

と、通常の基地局と比べ 1,100 トンの CO2削減効果がある。その他にも、全国のドコモショップにおける袋

を、プラスチックを一切使用しない紙袋に変更している。使用しているインクも環境に優しい水性インクへと

変更している。  
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4) 事例報告「事業者の責務と区の施策」「実務編」 

港区みなとリサイクル清掃事務所 許可指導担当 

  

【発表要旨】 

⚫ 港区には企業オフィスや繁華街、観光スポットが多くあるが、事業所から出るごみも多量である。 

⚫ 法律や条例で、事業者は排出した廃棄物を適正に処理することが規定されているが、一方で「自己処理責

任」という単語を知らない事業者も多く、事業者の主体的なごみの適正処理やさらなる意識向上が求めら

れる。 

⚫ 事業者に対して廃棄物管理責任者の選任や再利用計画書の提出等の指導を行うとともに、新任の廃棄物

管理責任者への講習会やセミナーの実施、優良取組事業者等の表彰を実施している。今後も引き続き指

導等を実施するともに、テナントの主体的な取組促進なども行う。 

⚫ 区の事業系一般廃棄物の 7 割近くが紙類であり、その中でも「その他紙類」が最も多い。「その他紙類」は

再利用率が４０％弱と低く、「その他紙類」を可燃ごみにせず資源として再利用できるかが取り組みの鍵で

ある。リサイクルできるその他紙類、いわゆるミックスペーパーの再利用のためには可燃ごみの容器に入れ

ず、分別する必要がある。良好な分別環境を整えている事業所は、分別容器をスケルトンにしたり、入れる

品目の写真を掲示したりするなど、何をどこに入れればいいかを明確にしている。 

⚫ テナントに対して分別を依頼することは関係上難しい部分もあるかもしれないが、容器設置や表示の工夫

などの環境面を提案することも方法の１つである。 

⚫ 廃棄物処理の契約にあたっては、一般廃棄物、産業廃棄物とは別に再生資源物に関する契約を結んで頂

くのが理想的であり、品目ごとに処理金額を設定することで処理単価を抑えることができる。また、定期的

に契約を見直すことで、実際の排出実態を反映して適正な契約料金の担保につながる。 

 

  



6 

(7) セミナー実施結果 

各セミナー動画の再生回数は以下の通り。 

 

武本かや氏 ２５０回 

㈱NTTドコモ １９１回 

みなとリサイクル清掃事務所 １８０回 

 

申込み総数（２３２名）と比較して増減があるが、その理由として参加申込みをしたが視聴しなかった方や、

複数回視聴した方がいることが考えられる。 

 

(8) アンケート実施結果 

 

【アンケート概要】 

回答数 113人 

アンケート回答率（回答数/申込み数） 48.7％ 

 

【アンケート結果】 

 

  

（１）受講者情報 

n=113 

 

  

受講者のうち、廃棄物管理責任者が全体の７割近くを占めている。 

廃棄物管理責任者 77件

68.1%

それ以外

36件 31.9%
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（２）各コンテンツの満足度 

n=113 

 

 武本氏 ドコモ（講演） ドコモ（見学） みなとリサ 

大変参考になった 57件 50.4% 59件 52.2% 72件 63.7% 64件 56.6% 

参考になった 42件 37.2% 38件 33.6% 29件 25.7% 37件 32.7% 

普通 12件 10.6% 11件 9.7% 9件 8.0% 11件 9.7% 

あまり参考にならなかった  2件 1.8% 5件 4.4% 3件 2.7% 0件 0.0% 

全く参考にならなかった 0件 0.0% 0件 0.0% 0件 0.0% 1件 0.9% 
 

 

いずれのコンテンツも、「大変参考になった」が半数以上で、「参考になった」と合わせるといずれも 85％以

上と非常に高い結果となった。 

0% 50% 100%

武本氏

ドコモ（講演）

ドコモ（見学）

みなとリサ

大変参考になった 参考になった 普通

あまり参考にならなかった 全く参考にならなかった
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（３）セミナーに参加した理由 

n=113 

 

自社の取組の参考や紙ごみに関する知見を得るという目的が多く、いずれも 7 割以上という結果となっ

た。また個別の項目については、優良事業者の取組事例や港区の報告が理由となっている参加者が一定数

いた。 

79.6%

90件 73.5%

83件

3.5%

4件

24.8%

28件

26.5%

30件 20.4%

23件

2.7%

3件

0件

50件

100件

自
社
の
取
組
の
参
考
情
報

紙
ご
削
減
等
の
知
識
・知
見

武
本
か
や
氏

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

港
区

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
興
味

そ
の
他
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（４）次年度のセミナー開催形態について 

n=113 

 

次年度の開催形態は、今年度同様オンラインセミナー形式を希望する人が 85.8％となり、実際の会場でのセミナ

ーを希望する人の約 8倍となった。 

オンライン形式 97件

85.8%

実際の会場

14件 12.4%

その他 2件 1.8%
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（７）その他ご意見（自由記述） 

【次年度以降のセミナーについて】 

○ 今回の内容をより深堀した内容（例えば一般、ミックス、産廃物区分の必要性、混在時の困り具合、

無駄、テナントへの働きかけの成功事例等） 

○ 優良事業者の取組について知ることができて良かった。できれば優良事業者の現場に見に行くこと

ができる機会を設けていただけるとありがたい。 

○ 多数のテナントが入居されているビルで、テナントの協力を得てごみ減量やリサイクルに成功してい

る事例があれば、取り上げていただければと存じます。 

○ ごみ処理場の実態や収集運搬の実情なども教えていただけると参考になります。 

○ 厨芥ゴミの資源化について、何か良い方法が確立されてないか知りたい。現状では効率が悪くまた、

費用がかかる。箸、ビニル袋が混じっても処理できるものは無いのか。 

○ 今後も取り組みの素晴らしい事例をお聞きしたい。 

○ 飲食店舗の厨芥の手許分別の方法。特に水分除去について。 

○ 従業員の意識を向上させる方法を取り上げて欲しいです。 

○ 新型コロナウイルス対策をこれからも取り上げて欲しいです。SDGsを最も取り上げて下さい。 

○ ミックスペーパーの具体的削減方法について教えていただきたいです。関心の低い方にどのように

意識を変えてもらえるかなど。セミナー企画ありがとうございました。 

○ 社員にどのように伝えれば意識改革をしてもらえるか。最終的には捨てる物(自分の手から離れる

のも)なので考えが薄い。もっと企業向けの講演会などを発信して欲しい。 

 

【オンラインセミナーについて】 

○ オンライン形式でのセミナーでも効果があると思うが、字幕の精度を上げてもらえるとより一層分か

りやすい。 

○ オンライン形式のセミナーについては、今回初めて参加したが、自分の都合に合わせて視聴でき、良

い試みだと感じた。もう少し頻繁(3、4 カ月に 1 回程度)に実施して頂けると関心が増え、ゴミ削減

につながるのではないでしょうか。 

○ 表彰された会社の見学については、ぜひ今後もオンラインで配信してほしいです。とても参考になり

ます。港区のリサイクル工場の見学、実際に回収されたゴミがどのようにリサイクルされるか、なども

なかなか見学にいけませんのでオンラインで動画を配信してほしいと思います。 

○ 集合セミナーだと１名のみの受講になってしまい、伝達教育が必要になりますが、このような形式で

すと複数の職員が受講可能となり、とてもありがたいです。 

○ NTT ドコモ（施設見学会）の様な形式の簡易版で数多く流して欲しい。自社の分別方式の改良の

参考にしたい。 

○ web セミナーの素材をオープンにしていただけたらと思う。中小の企業では名ばかりの一名が形ば

かりの担当者になりがちであり、セミナーで理解し会社に働きかけてもそう聞き入れてもらえるもの

ではない。NTTの具体例の映像や他PPTの資料などダウンロード可能にし、社内会議や経営者に

見せる機会があれば説得力が増す。このセミナーの資料をもうちょっとオープンに出来ないでしょう

か。 
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【区への要望について】 

○ 区で紙ゴミ仕分棚やリサイクルボックスなどを制作、販売して欲しい。自分たちで用意するには手間

や時間がかかる。こうした物があれば明日からでも直ちにリサイクル運動が社内で構築できる。 

○ ゴミを出さない(排出基準を決めそれ以下の)企業は法人税等の減額等何かご褒美がある等の政

策は出来ないものでしょうか。 

○ 以前、お願いしていた港区リサイクル協同組合様より、古紙回収を断られてしまい、リサイクル率が

不安定です。今後古紙の受け入れ機関や、回収業者等の高効率なリサイクルが可能かご教示頂け

ますと幸いです。 

○ セミナー全体の資料(PDF)を配信・提供していただきたい。NTT ドコモの施設見学会の分別場面

や、港区みなとリサイクル清掃事務所で取り上げられた分別のポップ(広告)があまり見えなかった。

分別のポップ(広告)等は、セミナー資料とともに参考として配信していただけると幸いです。改めて

認識を確認したり本日初めて知った知識もあったので参考になりました。ありがとうございました。 

○ ビルのテナントに直接、ごみの減量、分別、ミックスペーパー増量、自己責任等を働きかけて欲しい。

（お客様へお願いし難い為。） 

 

【感想等】 

○ SDGs、CSRなどもっと詳しく勉強したいとおもいました。 

○ 新型コロナウイルス感染症対策で、ごみ箱があってもなくても、利用者が置いていくゴミの処理につ

いて、注意していきたい。 

○ 小規模ながら種類別にプラスチック製のBOXを購入し設置した。新聞紙等は金属製の数段の棚も

用意し、区別して廃棄している。少しでも回収側の負担を減らすべく試みている。 

○ 自社のリサイクルに関してしか意識しておりませんでしたが、改めて勉強になりました。今、自分が

行うリサイクルが 世界問題解決の１つになると分かったので 上手く他の人も巻き込んでリサイクル

をしていきたいと思います。ありがとうございました。 

○ 基調講演で SDGs との関係が詳しく説明頂いたのが勉強となった。 

○ 分別が徹底して行うのが当たり前となるには、企業の取組みが大切で、そこが難しいので徹底でき

ないということだと思います。 

○ ゴミ分別を徹底するには、企業全体の意識がなくては出来ない。講習会を受けた人がリーダーシッ

プを発揮するのは難しい。でも、自分自身が出来ることから目を向けていきたいと思います。 
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3. 次年度業務内容への提案 

(1) 開催形態について 

アンケート結果から、次年度のセミナー開催形態について 85.8％が今年度と同様のオンラインセミナー形

式を希望していることがわかった。 

自由記述を見ると、オンラインセミナー形式について、 

○ 自分の都合に合わせて視聴することができ、良い試みだと感じた 

○ 表彰された会社の見学について今後もオンラインで配信してほしい 

○ 集合セミナーだと 1名しか受講できず、伝達教育が必要になるが、オンラインセミナー形式だと複数

職員が受講可能となりとてもありがたい。 

などの意見が見られた。 

以上を踏まえ、次年度以降のセミナーについてもオンラインセミナー形式での実施を検討するとともに、その

コンテンツもオンラインセミナー形式を踏まえたものを検討すべきである。オンラインセミナー形式を踏まえたコ

ンテンツは以下のようなものが考えられる。 

○ 廃棄物管理責任者だけではなく一般社員等にもアプローチするような内容 

○ 事前収録した優良事業者の取組紹介中心の内容 

 

(2) 取り上げるテーマ 

アンケート結果を見ると、参加理由として紙ごみ削減や紙リサイクルの知識・知見を得るためと回答した人が

7割以上であり、紙類に関する興味関心は変わらず高いと思われる。 

一方、アンケート調査の自由記述を見ると、テナントや社員にどのように伝えるかといった実務的な情報伝

達や、厨芥ごみについてなども挙げられている。 

また、SDGsなど大きなテーマについても取り上げてほしい、勉強したいという意見もあった。 

次年度以降は、上記のような意見を踏まえてテーマを検討することが求められる。 
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4. 参考資料 

(1) 開催通知 
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(2) 講演資料 
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